
光硬化工法協会南関東地域支部日本スナップロック協会関東ブロック支部

日本仮設トイレ工業会広報委員長　谷本　亘氏

（３） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　９月１日　（火曜日）第２部

シームレスライナーＨ工法
～薄肉高強度をさらに磨いた光硬化技術による本管更生工法～

マグマロック工法シリーズ
短時間に非開削で既設管路を耐震化

マグマロック工法ＮＧＪ（接続部耐震化）

マグマロック工法（継手部耐震化）

　既設管路施設には、耐震構造を有しない施設が数多く埋設されていま
す。マグマロック工法は、このような耐震性を有しない既設の下水道管
路施設を、短時間に非開削でレベル２地震動に耐える耐震構造に改善す
る耐震化工法です。
　耐震構造を有しない管きょ継手部は、地震動により側方流動や屈曲に
よる抜出しが発生し、継手部の水密性が著しく低下して地下水の浸入や
土砂の流入を招きます。また、マンホールと管きょの接続部は、地震動
による被害が集中することが、これまで多くの被害事例で報告されてい
ます。
　このように地震による被害を受けやすいマンホールと管きょ接続部の
耐震化を目的に開発した技術が、マグマロック工法ＮＧＪ（適用管径
㎜～㎜）とマグマロック工法mini・NGJ(適用管径㎜～㎜）
です。マンホール近傍の本管の内側に新しく切り込み（誘導目地New
 Guide Joint）を設け、この部分を覆うようにマグマロックを拡径設置
し、地震動による大きな衝撃を受けた時に誘導目地が先行的に破断して
作用荷重を減退させることにより、管口付近の破壊を最小限に抑え、マ
グマロックにより破断箇所からの地下水の浸入および土砂の流入を防止
する耐震化工法です。
　使用する材料は、円筒形に一体成型されたゴムスリーブと、同じく円
筒形で分割されたステンレススリーブ、固定金具で構成されています。
ゴムスリーブの内側に配置したステンレススリーブは、くさび構造の固
定金具を挿入することにより拡径しながら強固な一体リングを形成する
ため、地震動によって生ずる屈曲や抜出しに追従して水密性能を維持し、
地下水の浸入や土砂の流入を防止します。
　また、腐食等の無い健全な管きょであれば、継手部に連続的にマグマ
ロックを設置することにより、管更生より経済的にスパン全体（マンホー
ル間）の耐震化が可能となります（適用管径㎜～㎜）。

材料構造図

材料挿入状況

■さらに進化した光硬化工法
　シームレスライナーＨ工法は、光硬化プロセスを用いた形成工法に分
類される管きょ更生技術です。更生材は、光硬化性樹脂を含浸させた耐
酸性ガラス繊維をスパイラル状に積層することで円筒成形し、内外をフ
ィルムで内包した構造となります。更生材の厚みを１㎜単位とすること
により、更生管に要求される性能や現場条件に合わせた無駄のない更生
材を選択することが可能です。
　シームレスライナーＨの大まかな製造プロセスや構造はシームレスラ
イナー（旧アルファライナー）と同様なものの、更生材の基材であ
る耐酸性ガラス繊維の仕様を変更することで強度が一層向上しました。
強度向上に伴い、新管と同等以上の性能を要求される自立管の最大適用
口径が、既設管径㎜から㎜に拡大しています。
■施工方法
　マンホールから既設管内に更生材を引込み、空気圧によって拡径し既
設管内面に密着させた状態で、更生材内に挿入した光照射装置により特
定の波長の光を管口から順に照射して樹脂を硬化させる。
■特長
　①更生材の長期保管が可能
　②施工時間が短い
　③夏季・冬季ともに硬化時間は一定
　④硬化前に管内状況の確認が可能
　⑤浸入水があっても施工が可能
　⑥硬化収縮が極めて少ない
　⑦塩ビ管の施工が可能
■適用管径
　φ㎜～φ㎜（自立管はφ㎜～φ㎜）
■適用管種
鉄筋コンクリート管、硬質塩化ビニル管、陶管、鋼管、鋳鉄管等
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害
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
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設
ト
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レ
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
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
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
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
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害
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
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仮
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︵
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レ
工
業
会
︶

余剰在庫の洋式比率向上を

　（たにもと・わたる）商業高校卒業後、薬品会
社や不動産会社などを経て、年日野興業（現
・日野屋）入社。年に同社営業企画部課長、
年に同部長。業界初の女性用仮設トイレ『フラワー
トイレ』を開発した。年から現職。この４月か
らは日本仮設トイレ工業会広報委員長も兼務。岡
山県出身、歳。

現地視察の様子

宇城市役所での設置状況

４
月
発
足
業
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発
展
に
寄
与

　
４
月

仮
設
ト
イ
レ
の
品
質
向
上
と
適
正
な
普
及

災
害
時
の
安
定
供
給
体

制
構
築
を
目
的
に
﹁
日
本
仮
設
ト
イ
レ
工
業
会
﹂
が
発
足
し
た

同
工
業
会
は

仮
設
ト
イ
レ
メ

カ

の
大
手
４
社
を
中
心
に
製
造
や
レ
ン
タ
ル

維
持
管
理

に
携
わ
る
事
業
者
で
構
成
す
る

会
員
企
業
は
８
月
時
点
で

社

仮
設
ト
イ

レ
分
野
で
は
こ
れ
ま
で
国
内
に
恒
常
的
な
団
体
が
存
在
し
て
い
な
か

た

業

界
と
し
て
統
一
の
基
準
づ
く
り
や
連
携
体
制
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築
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報
共
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な
ど
を
通
じ
て
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業
界
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会
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持
続
的
な
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を
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る

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
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
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
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
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
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害
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
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
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仮
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
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
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
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Ｒ
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

　
取
り
組
み
の
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
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ト
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
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
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
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
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
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の
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こ
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
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ぞ
れ
の
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が
あ
り


定
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が
曖
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だ

た

統
一
を
図
る
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で
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円
滑
な
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な
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つ
な
げ
た

い
﹂
と
期
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を
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め
る

現
在
は
災
害
時
の
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給
や
設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
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定
中
で

来
春
の
発
表
を
予
定
し
て
い
る


　
７
月
に
発
足
以
来
初
の
大
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模
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を
経
験
し
た

支
援
に
あ
た

た
会
員

企
業
の
経
験
や
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を
共
有
し
た
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﹁
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だ
け
で
な
く
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員
企
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が
持

つ
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報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な

た
意
義
は
大
き
い
﹂
と
語
る


仮設トイレ分類の一例
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

　
﹁
災
害
用
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イ
レ
は
大
き

く
分
け
て
携
帯
用
ト
イ
レ


簡
易
ト
イ
レ

マ
ン
ホ

ル
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イ
レ

仮
設
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る

使
用
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る
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一
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避
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な
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大
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す
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
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
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
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
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
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

災
害
時
に
お
け
る
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設
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の
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を
ど
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見

て
い
る
か


　
﹁
大
規
模
災
害
に
焦
点
を

当
て
る
と
２
０
１
１
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の
東

日
本
大
震
災
以
降

洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
が
増
え
て
い

る

経
済
産
業
省
が
窓
口
と

な
り
実
施
し
て
い
る
内
閣
府

の
避
難
所
向
け
調
達
で
は
原

則
洋
式
ト
イ
レ
を
推
進
し
て

い
る

そ
の
た
め

こ
の
ル


ト
で
の
調
達
は

年
の
熊

本
地
震
か
ら

ほ
と
ん
ど
が

洋
式
に
な

て
き
て
い
る
﹂

　
﹁
一
方
で
ま
だ
和
式
ト
イ

レ
が
多
い
の
も
現
状
だ

災

害
発
生
時

仮
設
ト
イ
レ
は

建
設
現
場
等
で
の
余
剰
在
庫

を
被
災
地
に
送
る
ケ

ス
が

ほ
と
ん
ど
に
な
る

レ
ン
タ

ル
業
界
全
体
で
の
仮
設
ト
イ

レ
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働
率
は
平
常
時
で
８
割

前
後

そ
の
う
ち
洋
式
の
仮

設
イ
レ
は
か
な
り
の
高
稼
働

率
だ

洋
式
は
平
時
か
ら
需

要
が
高
く

避
難
所
に
送
ら

れ
る
余
剰
在
庫
は
和
式
の
可

能
性
が
高
い

特
に
被
災
地

域
に
先
行
し
て
届
く
製
品

は

近
隣
自
治
体
等
か
ら
要

請
を
受
け
た
地
場
レ
ン
タ
ル

業
者
な
ど
が
手
配
す
る

こ

う
し
て
届
け
ら
れ
る
も
の
は

和
式
が
多
い
場
合
も
あ
る
﹂

　


７
月

日

最
大
震

度
７
の

年
熊
本
地
震
が
発

生
し
た


　
﹁
当
工
業
会
で
は

国
や

自
治
体
な
ど
か
ら
要
請
を
受

け

発
災
直
後
か
ら
支
援
を

行

て
い
る

仮
設
ト
イ
レ

は
一
般
の
人
に
と

て
大
型

で
運
搬
や
施
工
が
難
し
い
こ

と
か
ら

従
来
は
被
災
地
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
物
品
を

届
け
る
﹃
プ
ル
型
支
援
﹄
と

し
て
き
た

今
回
の
地
震
で

は
設
置
場
所
の
要
請
を
待
た

ず
に
物
資
を
送
る
﹃
プ

シ


型
支
援
﹄
を
実
施
し

指

定
集
積
拠
点
の
あ
る
熊
本
県

益
城
町
に
仮
設
ト
イ
レ
を
届

け
た


年
の
能
登
半
島
地

震
に
比
べ
て

２

３
日
ほ

ど
早
い
手
配
に
な

た

た

だ
集
積
拠
点
に
届
い
た
も
の

の

行
き
先
が
決
ま
ら
な
か


た
り

受
け
入
れ
体
制
が

整

て
い
な
か

た
り
し
た

こ
と
か
ら
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生

じ
て
し
ま

た

全
国
各
地

で
災
害
が
激
甚
化

頻
発
化

す
る
中
で

自
治
体
に
は
物

資
の
荷
さ
ば
き
を
含
め

一

層
の
対
応
強
化
が
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
﹂

　


災
害
時
の
ト
イ
レ
確

保
で
重
要
に
な
る
の
は


　
﹁
ま
ず
は
短
期
間
に
多
く

の
方
が
用
を
足
せ
る
よ
う
に

す
る
の
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る

そ
の
上
で
平
時
と
同

じ
よ
う
に
快
適
な
ト
イ
レ
環

境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る


そ
の
た
め
に
も
平
時
か
ら
洋

式
の
流
通
量
を
増
や
し

余

剰
在
庫
に
お
け
る
洋
式
の
比

率
を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る

国
土
交
通
省
は
快
適
な

建
設
現
場
の
環
境
整
備
に
向

け
て

誰
も
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
﹃
快
適
ト
イ
レ
﹄

の
標
準
仕
様
を
定
め

国
や

自
治
体
等
の
工
事
を
中
心
に

導
入
が
進
ん
で
い
る

今
後

は
公
共
工
事
だ
け
で
な
く
民

間
工
事
で
の
導
入
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
﹂

　
﹁
特
に
低
層
住
宅
の
工
事

現
場
で
の
導
入
率
を
上
げ
る

べ
き
だ

件
数
が
多
く
レ
ン

タ
ル
回
転
率
が
良
い
の
で
影

響
力
は
大
き
い

予
算
や
敷

地
面
積
の
関
係
で

い
ま
だ

に
和
式
を
採
用
し
て
い
る
現

場
も
あ
る

た
だ
用
を
足
せ

れ
ば
い
い
の
で
は
な
く

現

場
環
境
改
善
に
向
け
て
意
識

改
革
が
必
要
だ
と
考
え
る


仮
設
ト
イ
レ
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
レ
ン
タ
ル
で
運
用
し
て

い
る

平
時
か
ら
市
場
に
流

通
す
る
仮
設
ト
イ
レ
ス
ペ


ク
の
底
上
げ
を
す
る
こ
と

で

ひ
い
て
は
災
害
時
の
快

適
な
ト
イ
レ
環
境
に
つ
な
が

る
﹂


Interview

（日野屋　営業企画部　部長・システム開発準備室　室長）


